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乳牛における分娩後早期の排卵誘起処置が
　分娩後の卵巣機能回復に及ぼす影響　

Amaya Montoya Carlos Santiago
連合獣医学研究科獣医学専攻臨床獣医学講座（博士課程３年）

１．目 的

　現在，飼養技術および遺伝的改良の結果，乳牛の高泌乳化が進み，その結果，分娩後の泌乳の増
加に伴い栄養状態が低下するため，従来のウシに比べ分娩後の卵巣および生殖機能の回復が遅れる
傾向にある。近年，乳牛において，分娩後３週間以内の早期に初回排卵が起こった場合，その後の
卵巣機能回復が良好であることを明らかにされた１）。正常な卵巣機能の維持のために，視床下部が
卵巣由来のステロイドホルモン（プロジェステロン，エストロジェン）などに暴露されることが重
要なであることがこれまでよく知られていることから，分娩後早期の初回排卵に伴うステロイドホ
ルモン分泌の亢進が，卵巣機能回復を促している可能性が考えられる。そこで，本研究では，分娩
後早期の人為的な排卵および発情誘起処置が，その後の卵巣機能の回復に及ぼす影響を調べること
を目的とした。

２．方 法

（１）供試牛
　試験には，帯広畜産大学畜産フィールド科学センター繋養のホルスタイン種経産泌乳牛用いた。
正常な分娩を行い，臨床的に周産期疾病に罹患していない個体16頭を選びホルモン処置を行った。
また，同時期にホルモン処置を行わなかった32頭を対照群として比較検討を行った。
（２）ホルモン処置
　分娩後21日目に，性腺刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）として酢酸ブセレリン10μg（イトレ
リン 2.5ml，あすか製薬），続いてプロスタグランディン F2α（PGF2α）としてクロプロステノール
500μg（レジプロン C ２ml，あすか製薬）を７日後に投与した。
（３）卵巣の観察
　ホルモン処置に対する反応を評価するために，カラードップラー超音波画像診断装置（SSD-1700，
アロカ）を用いて卵巣の形態を観察した。卵巣形態の観察は，GnRH投与時および投与後12時間毎
に超音波画像診断装置を用いて，GnRH 投与による排卵を確認した。さらに PGF2α投与時および
PGF2α投与24時間毎に卵巣の観察を行い，PGF2α投与による排卵を確認した。
（４）ホルモン測定
　GnRH 投与時の機能的な既存黄体の有無，新規黄体の機能評価および黄体の PGF2α反応性評価の
ために，GnRH 投与時，PGF2α投与直前および PGF2α投与48時間後に，尾静脈より採血を行った。



― ―11

また，ホルモン処置後の卵巣機能回復，すなわち正常周期の回復を確認するために，分娩後約80日
まで，週２回の採血を行った。対照群については，分娩後から週２回の採血を実施した。血漿サン
プルを用いて，EIA 法により血中プロジェステロン（P4）濃度を測定した。本研究では，血中 P4濃
度が１ng/ml 以上の場合，機能的黄体が存在すると評価した。また，PGF2α投与直前に機能的黄体
を有していた個体において，PGF2α投与48時間後に血中 P4濃度が１ng/ml 以下に低下した場合，
PGF2α反応性が認められたと評価した。また，血中 P4濃度の周期的変化を解析し，分娩後の卵巣機
能回復状況を評価した。

３．結 果

　ホルモン処置への反応について，GnRH 処置時の黄体の有無により比較した（表１）。GnRH 投
与後の排卵は，処置時の黄体の有無に関わらず高率に誘起された。PGF2α投与後には，処置時に黄
体の無かった個体ではその後排卵する割合が低い傾向が見られた。

　ホルモン処置後の卵巣機能を解析するため，排卵および黄体形成の指標として，分娩後３回目ま
での P4値の上昇について調べた（表２）。

表１．ホルモン処置への反応

　
　 　 　

　
　
　 　 　

表２．ホルモン処置後の排卵の時期

CL：分娩後21日までに黄体有り，noCL：分娩後21日までに黄体無し
（＋）：PGF2α投与後に排卵有り，（－）：PGF2α投与後に排卵無し
＊：P4上昇を排卵があったとみなす
＊＊：対照区 noCL 群との間に有意差あり（p＜0.05）

　対照区，処置区ともに分娩後21日目に黄体の存在した場合，つまり分娩後３週間以内に初回排卵
のあった個体では，分娩後１回目の P4上昇はそれぞれ分娩後17.9および19.8日だった。一方，対
照区で分娩後21日目に黄体の存在しなかった場合，つまり分娩後早期初回排卵の無かった個体では，

１）GnRH 投与時に血中 P4濃度が１ng/ml 以上で機能的既存黄体が存在すると評価



― ―12

分娩後35日目に初回の P4上昇がみられた。処置開始時に黄体の存在しなかった個体のうち３分の
２において，GnRH投与により排卵が誘起され，約26日目に初回の P4上昇が見られた。
　分娩後２および３回目のP4上昇は，ホルモン処置を行いPGF2α投与後に排卵の見られた個体では，
分娩後３週間以内の初回排卵のあった対照区と類似していた。また，これらの P4上昇は，分娩後
早期初回排卵の無かった対照区あるいは PGF2α投与後に排卵が起こらなかった処置区に比べ早く起
こっていた。
　次に，分娩後２回目から３回目の P4上昇の間隔について調べた結果，分娩後21日目にホルモン
処置を行った場合，多くの個体が正常な長さの卵巣周期を示した（表３）。

４．考 察

　本研究の結果，分娩後早期にホルモン処置による人為的に排卵を誘起した場合，その後の卵巣機
能の回復が促されることが明らかになった。
　ウシでは，分娩後10日頃までには直径10mmを超える主席卵胞が発育することが知られている２）。
この主席卵胞が排卵した場合，あるいは排卵しなかった場合，いずれにおいても分娩後20日頃には，
次の卵胞発育波の主席卵胞が発育していると予想され，このことが，本研究における分娩後21日目
に GnRH投与により排卵を高率に誘起できた理由と考えられる。
　PGF2α投与後に排卵の見られなかった個体では，投与後48時間目の血中 P4濃度は，１ng/ml 以上
であり，機能的黄体が存在していた。このことは，PGF2α投与に反応せず，黄体退行が起こらなか
ったことを示している。
　本研究では，ホルモン処置開始時に，黄体の存在しなかった個体において，PGF2α投与後に排卵
の見られなかった場合が認められた。これまで，分娩後３週間以内に排卵の認められなかった個体
は，排卵のあった個体に比べ，分娩後の栄養状態の低下がより深刻であることが報告されている３）。
このことから，本研究で，ホルモン処置開始時に，黄体の存在しなかった個体には，栄養状態の低
下が深刻な個体が含まれ，それらでは GnRH投与後に形成された黄体が PGF2α投与に反応せず，黄
体退行が起こらなかったと予想される。今後，代謝プロファイルテストなどを利用した，ウシの栄
養状態評価とホルモン処置への反応性について，検討する必要があると考えられる。

　

     
    

      
     
     

表３．ホルモン処置後の発情周期の長さ＊

CL：分娩後21日までに黄体有り，noCL：分娩後21日までに黄体無し
（＋）：PGF2α投与後に排卵有り，（－）：PGF2α投与後に排卵無し
＊：分娩後２回目の P4上昇から３回目の P4上昇までの期間
　 短：18日未満，正常：18から24日，長：25日以上
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　本研究の結果から，ホルモン処置開始時に黄体の存在しなかった個体，つまり早期初回排卵が起
こらなかった個体についても，分娩後21日目にホルモン処置により排卵を誘起することで，その半
分以上の個体において，早期排卵のあった個体と同様の卵巣機能回復が起こることが示された。
　近年，分娩後20日頃まで無発情を示すジャージー種に10日間のP4製剤（CIDR）処置を行った場合，
下垂体より分泌され，卵胞および黄体の発育や機能を制御する黄体形成ホルモン（LH）のパルス
状分泌の頻度が２倍以上に上昇することが報告されている４）。このことは，分娩後早期に初回排卵
の起こったウシでは，排卵後形成された黄体から分泌される P4が下垂体からの LH分泌を亢進する
事で，その後の卵巣機能回復を促している可能性を示している。本研究で，分娩後早期に排卵の見
られない個体でも，ホルモン処置により，分娩後早期に排卵した個体と同様の良好な卵巣機能回復
が得られたことは，排卵誘起過程における卵巣からのステロイドホルモンの分泌が視床下部－下垂
体－卵巣に作用して，卵巣機能回復を促した結果と考えられる。
　本研究から，分娩後21日目に黄体の触知できない個体に対し，GnRHと PGF2αを用いたホルモン
処置により排卵を誘起することで，その半分以上の個体で卵巣機能回復を促すことが可能であり，
その後の受胎性向上につながると考えられた。

　最後に，本研究の実施にあたり，帯広畜産大学後援会より研究助成をいただきましたことを感謝
申し上げます。
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